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調査要領 

 

（１） 調査対象 

  法人の仲卸業者で、事業報告書及びその添付資料の提出があったものを対

象とした。 

なお、２ヵ年の比較によって検証を行っている資料については、前年に提

出された事業報告書と対比しており、前年に事業報告書が提出されていなか

った分については「不明」と表示した。 

 

 

＜参考＞ 

サンプル数 

 サンプル 全 体 

  法人 個人 合計 

合 計 998   1,089     75   1,164   

水産物部 622   678   68   746   

青果部 309   338    7   345   

花き部 42   47    0   47   

食肉部 25   26    0   26   

 

 

（２） 調査方法 

  平成２７年９月までに提出された仲卸業者の事業報告書（平成２６年１月

１日から同年１２月３１日までに終了した事業期間に係わるもの）をもとに、

企業会計原則等に基づき修正し集計した。 

ただし、大田、板橋、世田谷、北足立、葛西の各市場には他市場の仲卸業

者の支店があり、それらは本店の属する市場で集計している。 

 

（３） 集計方法 

  実数・比率とも加重平均（各業者の数字を合算して業者数で割った数値）

により算出した。 

 

 

（４）  区分 

 水産物部については、各市場別及び業種別とした。業種区分は築地市場の場
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合は、鮮魚、大物、特種物、海老、蛸、北洋冷凍、煉製品、合物、塩干物の９

区分とした。各区分にまたがった取扱いを行っているものは、最も高い割合の

取扱品に属する業種に入れた。 

 築地市場においては全般的に専業化の度合が高く、取扱区分も比較的明瞭で

あるが、他市場では取扱品が総合化する傾向があり、明確な区分は難しい。こ

のため、それぞれの市場の特殊性を勘案し、足立市場は、鮮魚、大物、特種物、

塩干・加工品類の４区分、大田市場は、鮮魚・大物・特種物と冷凍・塩干・加

工品類を別区分として２区分とした。なお、各市場とも佃煮は取扱量が少ない

ので、塩干物に含めた。 

 青果部については、各市場別、取扱品目別とし、原則として野菜、果実の２

区分としたが、築地、大田市場では、野菜・果実の双方を取扱い、かつ、いず

れの割合も 30％を超える業者を野菜・果実として別区分とした。多摩ＮＴ市

場は、業者数が少ないため、野菜・果実の 1区分とした。 

 

（５） その他の注意 

 支店の決算数値が本店決算に合算されているため、本店の属する市場の諸数

値は必ずしも当該市場全体の特性を表していない。 
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